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佐賀における中高齢者の
夏期の環境調節行為に関するアンケート調査
澤 島 智 明
Questionnaire survey on middle-aged and elderly residents
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6人であった。年齢は56歳から87歳までの幅があるが60代、70代で 9割近くを占めた（図 1 ）。同居者数














3 は 1日のエアコン使用時間を 4時間毎の度数分布で示したものである。8月では 4時間以上 8時間未満
が最も多く、次いで 8時間以上12時間未満であった。9月では 4時間未満が最も多く、次いで 4時間以上
8時間未満であった。また、8 月 9 月ともに20時間以上使用している世帯が少数ではあるが存在した。図
４に時間帯毎のエアコン使用率を示す。 8月 9月ともに昼と夜に使用率のピークがあり、夜のピークの方
が時間が長く、また使用率も高い。夕食から就寝までの間にエアコンが最も使用されているといえる。22











































































図 7 ｢冷房は健康に良くない」か？（N=86） 図 8 理想の夏の過ごし方（N=86）
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図 9 環境調節行為の実施率（複数回答，N=86）
図10 通風方法の比較




































































1）全世帯がエアコンを使用しており、 1日の平均使用時間は 8月が11.2時間、 9 月が8.0時間であった。
設定温度は28℃が35人（44%）で最も多く、 8 割近くが27℃以上であるなど冷やしすぎない配慮がされて
いた。これは約98％がエアコン使用に際して「（非常に〜少し）意識している」と回答した省エネルギー
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図12 滞在場所の季節変化（複数回答，N=86）
図13 生活行為の季節変化（複数回答，N=86）
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